
事 務 連 絡 

 令和４年５月２日 

 

各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課      

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 部 課 

附属学校を置く各国公立大学法人附属学校事務担当課  御中 

小中高等学校を設置する学校設置会社を所轄する   

構造改革特別区域法第 12 条第１項の認定を  

受けた各地方公共団体の学校設置会社担当課  

 

 

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課  

 

 

薬物乱用防止啓発訪問事業について 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきましては、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御

礼申し上げます。 

 近年、覚醒剤、大麻、危険ドラッグ等の違法薬物の乱用が拡大し、特に若年層における

大麻の乱用の広がりが大変深刻となっています。若い世代に対して、早い時期から薬物乱

用の恐ろしさについて正しい知識を身に付けさせることがますます重要であり、効果的な

啓発活動の実施が強く求められております。 

 標記の件につきまして、令和４年４月 27 日付けで厚生労働省医薬・生活衛生局監視指

導・麻薬対策課から、別添のとおり薬物乱用防止啓発訪問事業にかかる周知依頼がありま

したのでお知らせいたします。 

このことについて、各都道府県教育委員会担当課におかれては、域内の市（指定都市を

除く。）区町村に対して周知くださいますようお願いします。都道府県私立学校主管部課及

び構造改革特別区域法(平成 14 年法律第 189 号)第 12 条第１項の認定を受けた地方公共団

体の学校設置会社担当課におかれては、所轄の学校法人に周知くださいますようお願いし

ます。各学校におかれましては別添の事業の概要を御確認のうえ、適宜当該事業を御活用

くださいますようお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

（本件担当） 

文部科学省初等中等教育局   

健康教育・食育課保健管理係  

TEL：03-6734-2976（直通）  
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和
４
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事
業
概
要

R
4
.4

.1

（
株
）
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン



全
体
概
要

1


近
年
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
違
法
薬
物
の
乱
用
が
拡
大
し
、
特
に
若
年
層
に
お
け
る
薬
物
乱
用
の
広
が
り
は
大
変
深
刻
で
す
。
若
い
世
代
や
そ
の
保
護

者
、
指
導
者
層
な
ど
に
対
し
て
、
薬
物
乱
用
の
危
険
性
を
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
薬
物
乱
用
に
よ
る
弊
害
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
や
自
分
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
薬

物
乱
用
の
誘
い
を
断
れ
る
的
確
な
判
断
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
据
え
、
本
事
業
を
実
施
し
ま
す
。


提
供
資
材
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
“一
斉
授
業
に
留
ま
ら
な
い
啓
発
”、
“青
少
年
に
留
ま
ら
な
い
啓
発
”を
目
指
し
ま
す
。

学
校
訪
問

イ
ベ
ン
ト

訪
問

S
N
S

そ
の
他

広
報

学
校
訪
問

講
師
の
派
遣

教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
貸
出

イ
ベ
ン
ト
訪
問

ブ
ー
ス
出
展

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
貸
出

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

公
式

fa
c
e
b
o
o
k

公
式

tw
it
te

r

そ
の
他

Y
o
u
T
u
b
e
等

効
果
検
証


公
式

fa
c
e
b
o
o
k
＆

tw
it
te

rを
運
用
し
、

薬
物
乱
用
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
最

新
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。


地
域
の
催
し
か
ら
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
貸
出
と
ブ
ー
ス
出
展
を

行
い
ま
す
。


小
・
中
・
高
等
学
校
の
訪
問
要
請
に
対
し
、

教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
貸
出
と
講
師
派
遣
を

行
い
ま
す
。




講
師
派
遣

•
教
育
機
関
に
お
い
て
学
校
薬
剤
師
等
の
講
師
を
用
意
で
き
な
い
場
合
、
加
藤
哲
太
氏
（
元
・
東
京
薬

科
大
学
教
授
／
一
般
社
団
法
人
日
本
く
す
り
教
育
研
究
所
代
表
）
、
堀
口
忠
利
氏
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
科
大
学
）
の
研
修
受
講
者
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
豊
富
な
専
門
講
師
や
、
薬
物
知
識
の
豊
富
な
薬

剤
師
等
の
派
遣
を
受
け
付
け
ま
す
。


教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
貸
出

•
加
藤
哲
太
氏
（
元
・
東
京
薬
科
大
学
教
授
／
一
般
社
団
法
人
日
本
く
す
り
教
育
研
究
所
代
表
）
の

総
合
監
修
及
び
有
識
者
検
討
会
の
監
修
を
受
け
た
、
教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
制
作
し
、
無
償
貸
出
し
ま
す
。

•
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
わ
か
り
や
す
い
教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
活
用
し
、
青
少
年
が
興
味
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
内
容
で
す
。

•
P
o
w

e
rP

o
in

t+
動
画
の
教
材
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
加
え
、
文
化
祭
や
体
育
祭
等
学
校
行
事
に
お
い
て
啓

発
で
き
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
資
材
も
貸
出
し
ま
す
（
全
て
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
き
）
。

•
保
護
者
や
地
域
住
民
等
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
受
講
し
て
こ
な
か
っ
た
対
象
者
へ
の
訪
問
や
、
地

域
の
継
続
し
た
薬
物
乱
用
防
止
活
動
を
実
施
で
き
る
指
導
者
の
育
成
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

2

●
学
校
訪
問

●
イ
ベ
ン
ト
訪
問

●
公
式
fa
c
e
b
o
o
k
＆
tw
it
te
r

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
訪
問
事
業
と
は

（
株
）
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

【
専
門
家
に
よ
る
監
修
体
制
】

加
藤

哲
太
氏

（
元
・
東
京
薬
科
大
学
教
授
）

加
藤

哲
太
氏

（
元
・
東
京
薬
科
大
学
教
授
）

堀
口

忠
利
氏

（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
）

他

監
修

連
携


地
域
の
催
し
か
ら
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
・
参
加
人
数
を
考
慮
の
上
訪
問
し
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
啓
発

C
M
の
放
映
、
薬
物
撃
退
的
あ
て
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
出
展
し

ま
す
。


「
薬
物
撃
退
的
あ
て
」
「
薬
物
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
と
い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
資
材
の
貸
出
も
実
施
（
※
全
て
使

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
き
）
。
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
事
業
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•
覚
醒
剤
・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
を
的
に
し
た
、
的
あ
て
。

薬
物
撃
退
的
あ
て

•
危
険
な
薬
物
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
得
る
た
め
の

ク
イ
ズ
を
解
き
、
合
言
葉
を
探
す
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
。

薬
物
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

【
貸
出
可
能
な
資
材
一
覧
】
※
全
て
設
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
き

講
義

（
2
0
～

3
0
分
程
度
）

•
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
動
画
を
視
聴
し

な
が
ら
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ

た
講
師
の
解
説
を
聴
き
、
理
解

を
深
め
ま
す
。

ク
イ
ズ
大
会

（
5
～

1
0
分
程
度
）

•
学
ん
だ
内
容
を
、
ク
イ
ズ
大
会
形

式
で
楽
し
み
な
が
ら
確
認
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト

（
5
分
程
度
）

•
次
回
以
降
の
訪
問
活
動
に
活
か

す
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。

【
授
業
の
流
れ
（
一
斉
講
義
）
】

総
合
監
修

有
識
者
検
討
会

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.f
a
ce
b
o
o
k
.c
o
m
/s
to
p
th
e
d
ru
g

h
tt
p
s:
//
tw

it
te
r.
co
m
/S
to
p
T
h
e
D
ru
g



3

訪
問
依
頼
の
受
付
に
つ
い
て

●
学
校
訪
問
の
受
付
の
流
れ

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

【
令
和
４
年
度
実
施
分
は
、
令
和
４
年
2
月
1
日
よ
り
受
付
開
始
】

※
訪
問
実
施
期
間
は
4
月
1
日
～
（
予
定
）

【
受
付
～
実
施
ま
で
の
流
れ
】
※
講
師
派
遣
に
つ
い
て
、
近
隣
の
教
育
機
関
と
日
程
を
合
わ
せ
て
お
申
込
の
場
合
は
、
優
先
的
に
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
講
義
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
一
覧
】
※
P
P
T
教
材
に
は
、
全
ペ
ー
ジ
解
説
原
稿
つ
き
。
専
門
講
師
な
し
で
も
実
施
可
能
な
内
容
で
す
。

•
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
な
が
ら
分
か
り
や
す
い
内
容
で
制
作
。

•
有
識
者
検
討
会
で
年
度
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

•
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
動
画
が
組
み
込
ま
れ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
教
材
。
わ
か
り
や
す
く

親
し
み
や
す
い
動
画
で
各
部
の
導
入
を
行
い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
、
講
師
の
話
を
聞
く
こ

と
で
、
よ
り
深
い
理
解
を
促
し
ま
す
。

•
V
e
r.
Ⅰ
（
小
学
生
相
当
）
、
V
e
r.
Ⅱ
（
中
学
生
相
当
）
、
V
e
r.
Ⅲ
（
高
校
生
相
当
）

の

３
種
を
ご
用
意
。

P
o
w

e
rP

o
in

t

教
材


費
用
に
つ
い
て

教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
送
発
送
料
の
み
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師
謝
金
及
び
講
師
交
通
費
は
不
要
で
す
。


学
校
に
お
い
て
ご
準
備
い
た
だ
き
た
い
資
材
等

・
パ
ソ
コ
ン
（

W
in

d
o
w

s
推
奨
）

1
台

※
M
ic
ro
s
o
ft
3
6
5
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
端
末
は
ご
使
用
に
な
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

※
D

V
D
デ
ィ
ス
ク
再
生
が
で
き
る
も
の
（
外
付
け
ド
ラ
イ
ブ
可
）

※
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
使
用
で
き
る
も
の

・
マ
イ
ク

1
本

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

1
台

・
会
場
設
営

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
事
前
配
布


ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

よ
り
よ
い
事
業
の
実
現
と
調
査
の
た
め
、
講
義
実
施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
す
（
必
須
）
。

■
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
事
業
事
務
局

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
U
R
L
】
h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.d
-i
n
fo
.n
e
t/

※
申
込
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
い
合
わ
せ
（
受
付
時
間
：

1
0
:0

0
～

1
8
：

0
0
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

【
T
E
L
】

0
3
-5

3
3
0
-3

0
4
3

【
F
A
X
】

0
3
-5

3
3
0
-3

3
7
7

【
メ
ー
ル
】

ji
m

u
k
y
o
k
u
@

d
-i

n
fo

.n
e
t

【
住
所
】
〒

1
6
4
-0

0
1
1
東
京
都
中
野
区
中
央

2
-9

-1
 サ
ン
ロ
ー
タ
ス
ビ
ル
３
階

•
薬
物
の
誘
い
の
断
り
方
を
体
感
で
き
る
「
薬
物
撃
退
的
あ
て
」
「
薬
物
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
な
ど
体
を
動
か

し
な
が
ら
啓
発
で
き
る
簡
易
版
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
セ
ッ
ト
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
学
園
祭
な
ど
の
学
校
行
事
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
き
の
セ
ッ
ト
。

講
師
派
遣
は
含
み
ま
せ
ん
。

【
学
校
用
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

問
い
合
わ
せ

・
前
年
度
の

2
月

1
日
よ
り

受
付
開
始

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
下
記

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

申
込

１
学
期
分
受
付
（

2
/1

-6
/1

4
）

２
学
期
分
受
付
（

6
/1

5
-1

0
/3

0
）

３
学
期
分
受
付
（

1
1
/1
以
降
）

各
学
期
、
定
数
到
達
時
点
で
受
付
は
終
了
し
ま
す

※
令
和
４
年
度
以
降
、
申
込
期
間
は
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
程
・
講
師
の
ご
連
絡

・
申
込
日
か
ら
約

1
ヶ
月
後
に

ご
連
絡

・
講
師
は
変
更
の
可
能
性
あ
り

教
材
の
送
付

・
講
義
日
の
約

2
～

3
週

間
前
に
送
付

講
義
実
施

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

資
材
の
返
送

・
教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
を
事
務
局
へ
返
送
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